
【
三
日
目
】

八
月
十
六
日
は
一
日
貸
切

り
バ
ス
で
移
動
。
ソ
ウ
ル
か

ら
群
山
（
ク
ン
サ
ン
）
→
井

邑
（
チ
ョ
ン
ウ
プ
）
→
全
州

（
チ
ョ
ン
ジ
ュ
）
→
ソ
ウ
ル

と
移
動
し
、
ホ
テ
ル
に
帰
っ

た
の
は
夜
中
の
一
時
で
し
た
。

バ
ス
は
年
配
の
運
転
手
さ

ん
が
一
人
で
頑
張
っ
て
運
転

し
て
く
だ
さ
り
、
ホ
テ
ル
に

帰
っ
た
と
き
、
み
ん
な
で
運

転
手
さ
ん
に
拍
手
を
送
っ
て

感
謝
し
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う

に
お
疲
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。さ

て
本
題
に
入
り
ま
す
。

中
国
を
に
ら
ん
だ
Ｍ
Ｄ
シ

ス
テ
ム
ベ
ル
ト
の
要

群
山
米
軍
基
地

群
山
は
全
羅
北
道
の
西
岸

部
に
あ
る
市
で
す
。
ホ
テ
ル

を
八
時
半
に
出
て
昼
ご
ろ
到

着
す
る
と
、
郡
山
基
地
対
策

委
員
会
の
方
が
案
内
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

群
山
米
軍
基
地
は
二
つ
の

飛
行
大
隊
、
Ｆ
１
６
な
ど
の

戦
闘
機
を
約
六
十
機
、
パ
ト

リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
十
六
機

保
有
。
西
海
岸
で
中
国
を
に

ら
ん
だ
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ

Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
ベ
ル
ト
の
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

群
山
―
沖
縄
―
グ
ァ
ム
を
つ

な
げ
る
と
中
国
を
包
囲
で
き

る
の
で
す
。

米
軍
基
地
に
よ
る
被
害
は
、

騒
音
（
一
日
の
離
発
着
一
五

〇
回
・
一
一
〇
デ
シ
ベ
ル
）
、

難
聴
、
燃
料
漏
出
に
よ
る
田

畑
や
井
戸
の
汚
染
、
汚
水
・

排
水
を
西
海
岸
に
垂
れ
流
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き

る
環
境
汚
染
な
ど
。

さ
ら
に
広
大
な
敷
地
内
に

あ
る
弾
薬
庫
に
ミ
サ
イ
ル
が

格
納
さ
れ
て
い
て
、
周
辺
住

民
の
発
が
ん
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
群
山
は
韓
国
で

一
番
放
射
線
量
が
高
い
と
い

う
こ
と
が
大
学
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
国
に
配
備
さ
れ

て
い
る
米
軍
機
が
群
山
基
地

に
飛
来
し
て
、
直
島
の
射
撃

場
で
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
使
用
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
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( ８ )

群
山
米
軍
基
地
と
東
学
農
民
革
命

ビニールハウスでは

なく軍用格納庫



韓
国
近
現
代
史
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た

東
学
農
民
革
命

次
に
井
邑
に
移
動
。
東
学

農
民
革
命
継
承
事
業
会
理
事

長
の
イ
カ
プ
サ
ン
さ
ん
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
日
本

で
は
「
東
学
党
の
乱
」
（
一

八
九
四
年
）
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
悪
政
に
耐

え
か
ね
た
農
民
の
蜂
起
で
、

甲
午
農
民
戦
争
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

韓
国
で
は
二
〇
〇
四
年
二

月
に
「
逆
賊
」
や
「
匪
賊
」

と
呼
ば
れ
た
東
学
農
民
軍
の

名
誉
回
復
が
さ
れ
、
特
別
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
は

三
・
一
独
立
運
動
、
抗
日
武

装
闘
争
、
四
・
一
九
革
命
や

五
・
一
八
光
州
民
主
化
闘
争

を
生
み
出
す
大
き
な
戦
い
で

あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

最
初
は
圧
政
に
抗
し
て

朝
鮮
王
朝
末
期
、
農
民
た

ち
は
あ
く
ど
い
税
の
取
り
立

て
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
初
は
コ

ブ
郡
守
が

農
民
を
使

役
し
て
堰

を
作
っ
た

に
も
か
か

わ
ら
ず
、

さ
ら
に
税

を
取
り
立

て
た
こ
と

が
発
端
で

し
た
。
使
役
さ
せ
た
年
は
税

を
免
除
す
る
決
ま
り
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

東
学
党
は
「
人
す
な
わ
ち

天
」
と
い
う
平
等
思
想
を
基

礎
に
し
て
圧
政
に
苦
し
む
人
々

に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
叛

乱
軍
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

た
ま
り
か
ね
た
農
民
は
立
ち

上
が
り
、
コ
ブ
郡
守
を
追
い

出
し
、
堰
を
壊
し
ま
し
た
。

今
は
碑
（
左
下
写
真
）
が
建
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
五
月
十
四
日
の
黄

土
峴
（
フ
ァ
ン
ト
ジ
）
の
戦
い

で
農
民
軍
が
圧
勝
し
、
全
国

の
農
民
が
一
斉
に
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
特
に
全
羅
南
道
、

北
道
か
ら
は
続
々
と
戦
い
に

参
加
す
る
農
民
が
集
ま
り
、
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( ９ )

無名東学農民軍慰霊塔の前で記念撮影

【萬石洑（マンソクボ）】
コブ郡首 チョ・ビョンガブが農民たちを強
制動員してつくった。悪政の象徴であり農民
革命の発端となった。左端の男性が案内して
くださったイカプサンさん



朝
鮮
王
朝
は
精
鋭
軍
を
繰
り

出
し
五
月
二
七
日
に
再
度
決

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

れ
も
農
民
軍
が
圧
勝
し
、
農

民
軍
が
全
羅
道
の
中
心
で
あ

る
全
州
に
向
か
う
と
、
政
府

軍
は
逃
げ
だ
し
無
血
開
城
を

実
現
し
ま
し
た
。
農
民
軍
は

政
府
と
「
全
州
和
約
」
を
結

び
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

腐
敗
官
僚
の
処
断
・
身
分
制

度
の
否
定
・
人
材
登
用
・
土

地
の
均
等
配
分
な
ど
で
す
。

農
民
軍
は
こ
の
後
、
自
治

権
力
を
握
り
行
政
司
法
権
を

も
っ
て
地
域
支
配
を
実
行
し

ま
し
た
。
単
な
る
叛
乱
で
は

な
く
、
革
命
だ
と
い
う
の
は

こ
う
い
う
理
由
で
す
。

二
度
目
は
日
帝
に
抗
し
て

朝
鮮
王
朝
は
、
叛
乱
を
制

圧
す
る
た
め
清
国
に
出
兵
を

求
め
、
日
本
軍
も
こ
れ
を
口

実
に
出
兵
し
て
い
ま
し
た
。

事
態
が
治
ま
っ
た
の
で
清
と

日
本
に
撤
退
を
求
め
ま
し
た

が
日
本
軍
は
居
座
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

一
八
九
四
年
七
月
二
十
三

日
、
朝
鮮
国
王
の
い
る
王
宮

を
奇
襲
攻
撃
し
て
朝
鮮
国
王

を
虜
に
し
、
国
王
に
「
日
本

に
清
国
軍
を
排
除
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
要
請

を
出
す
よ
う
に
強
要
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
八

月
一
日
、
日
本
は
清
に

宣
戦
布
告
し
、
朝
鮮
半

島
を
舞
台
に
し
て
日
清

戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
朝
鮮
国
内
の

反
日
意
識
を
燃
え
上
が

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
東
学

農
民
軍
が
日
本
軍
と
の
戦
い

に
再
蜂
起
し
ま
し
た
。
一
八

九
四
年
九
月
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
日
本
軍
の
近
代
兵

器
に
よ
っ
て
、
農
民
軍
は
敗

れ
去
り
、
五
万
人
余
の
人
た

ち
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

軍
は
農
民
軍
兵
士
の
首
を
切

り
竹
先
に
刺
し
て
晒
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
の
が
前
ペ
ー
ジ
の
無
名
東

学
農
民
軍
慰
霊
塔
で
す
。

参
加
す
る
前
は
何
も
知
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
、

と
て
も
有
意
義
な
旅
に
な
り

ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
感
謝
で
す
。
四
日
目

は
割
愛
し
ま
す
。

ア
ー
ト
ア
ド
分
会

Ｎ
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( １０ )

今も残る全州城の南門・豊南門。城壁は
日本軍が破壊して一部しか残っていない

革命運動の指導者であった全奉準（チョ
ンボンジュン）が住んでいた家。（復元）


